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経営理念 

 患者様の健康回復に努め、もって患者様の生活安定と幸福に貢献すること 

 地域住民の健康維持管理に努め、もって地域社会の発展に貢献すること 

 職員の生活向上と幸福をはかること 

基本方針 

 患者様に満足してもらえる医療を提供します 

 ストレス社会と高齢社会に対応した専門医療を提供します 

 地域医療に対応したプライマリーケア機能を高めていきます 

 高い技能と優れた人格を併せもった人材を育成します 

 

 

 

毎年恒例の経営方針発表会を 2月 27日（土）に開催致しました。今回の経営方針発表会は、

事前に理事長より各所属長に対し基本方針の発表があり、基本方針に基づいて、所属長を中心

に各部署の部門目標を掲げ、所属長自らが発表をするという形式で行いました。各部署共に下

記の基本方針を理解し、各項目ごとに年度目標の数値目標を立て、発表していただき、職員全

員で共有することができ、新年度のスタートとして、気持ちを新たにする事ができました。 

 

2016 年度 基本方針 

1．患者様満足度向上 

2．経営基盤の安定化 

3．職員の研修、資格取得、一人一人が自分自

身のためにスキルアップを図る 

4．組織内プロセスの円滑化 

ウエルフェア九州病院主催の第 20 回定期講演会を開催致しまし

た。今回は、枕崎市教育委員会文化課長末永俊英先生をお招きして、

『枕崎の地名の変遷とその由来について』、『枕崎の殿様喜入氏につ

いて』と題して 2演題によるご講演を頂きました。過去 19回はほと

んど医療と福祉に関する講演内容であった為、今回は医療とかけ離

れた分野での講演内容となり、地元枕崎について幅広く見聞を深め

る為に講演依頼を致しました。職員のみならず関係行政機関の方々

にもご案内し、100 名を超える参加者となりました。枕崎市の歴史
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を知る上で貴重なお話を聞くことができ、歴史好きにはたまらない内容で予定していた時間を

オーバーするなど盛況のうちに講演が終了致しました。 
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平成 8 年 2 月 1 日 

枕崎市宮田町から 

枕崎市白沢北町に 

引っ越しました。 

20 年を振り返ってみたいと思います 

ウエルフェア九州病院のオープン時のテーマは「高齢社会とストレス社会への対応」であり、精

神医療がこれからできることは何かを、模索した結果でした。大きな特徴が３点あります。一番目

に、病群別病棟構成を採用し、従来の男性・女性の区分や開放・閉鎖の概念を優先させなかったこ

とがあります。老人性痴呆（現認知症）疾患治療病棟、ストレス・内科（合併症）病棟、一般精神

科病棟の３構成・４病棟としました。２番目に、建物の高層化を避け原則平屋建てとしたことがあ

ります。結果的には一部２階建てとなりましたが、入院患者さんが屋外へいつでも出ることができ

る環境を用意するという目的は達成されました。３番目には、厨房を建物の中心に配置し、各病棟

に配膳室を設けて、患者さんの顔を見てから配膳する方式をとって、常に温かい食事が用意できる

システムとなっています。（40 周年記念誌「南風」より抜粋） 

昭和 35 年 

枕崎病院開業 

平成 8 年 

ウエルフェア九州病院 

新築移転 
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平成 11 年 11 月 11 日に病院機能評価受審し

ました。（初回受審） 

翌年平成 12 年 1 月 25 日付(認定日 1 月 24

日)で、「病院機能評価認定証(精神病院 A)」がウ

エルフェア九州病院に到着しました。精神病院と

しては全国で 16 番目、鹿児島県では第 1 号で

した。 

病院機能評価は、病院が組織的に医療を提供す

るための基本的な活動 (機能) が、適切に実施さ

れているかどうかを評価する仕組みです。評価の

結果明らかになった課題に対し、病院が改善に取

り組むことで、医療の質向上が図られます。 

枕崎病院を開院して 40 周年を迎

え、開院 40 周年記念祝賀会を盛大に

開催しました。また、40 周年記念誌

「南風（はえ）」を発行しました。 

次号へ続く 
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4 月 5 日にみどり・レスティア病棟は知覧平和記念公園までお花見に出かけてきました。桜

は５分咲き程度でしたが広い公園内を散策したり、ゆったりと腰かけてお茶を飲みながらお花

見の雰囲気を楽しんだりと思い思いのひと時を過ごす事ができました。雨が心配な天候でした

が、散策中は降り出すこともなく春の訪れを感じられる穏やかな 1 日でした。 

デイケアあおぞらは 4 月 7 日知覧平和公園へ→ 

第 27 回すずらん会を 4 月 23 日（土）に開催しました。今回は南風会会長の中村淳一氏、

他会員 5 名の方をお招きし、「南風会の活動および体験談について」のお話をしていただきまし

た。家族や当事者を含め 26 名の参加があり、「とてもいい話が聞けて元気や勇気をもらい、目

頭が熱くなる思いでした」という感想がありました。私たち、家族会メンバーもご家族の思い

を受け止め、病院全体で取り組んでいけるような活動を目指していきたいと思います。 
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月 1 回実施される行事食の紹介です 

4 月の行事食 春の献立 

一 焼物 

・鰆の西京焼 

魚に春と書いてサワラと読まれるよう

に春の代表的な魚の一つである鰆を砂

糖などで味付けした西京味噌に一晩漬

込んで焼いています。 

・黄身焼高野の木の芽田楽 

高野豆腐を味付けし六等分に切った

後、卵黄を塗りオーブンで焼き木の芽

味噌をのせています。木の芽味噌は山

椒の葉をすり鉢で擦り、西京味噌・砂

糖・味醂・酒で味付けしたものです。

きれいな緑の色を出したい木の芽味噌

は木の芽だけで色を出そうとしても香

りがきつくなりすぎて味のバランスが

崩れてしまうため、青寄せを用いるこ

とで緑の色を出します。青寄せは、ほ

うれん草の葉の部分だけをすり鉢で擦

って水を加え布巾で漉し、その汁を鍋

で煮たて鍋の表面によってきた緑の色

を丁寧にすくい冷水に取りさらに布巾

で漉します。漉して布巾に残ったもの

を青寄せとして使用します。 

・菜の花と春キャベツの菜種酢和え 

菜の花と春キャベツの和え物に黄身酢

をかけます。春に用いる黄身酢和えの

ことを菜種酢和えともいいます。黄身

酢は卵黄と合わせ酢を混ぜ湯せんにか

けトロミをつけたもので、その明るい

色が菜の花のあざやかな色調を思わせ

る酢です。菜の花の咲く季節によく用

いられます。 

一 筍とツワの土佐煮 

カツオ節と昆布で取った出し汁に筍と

ツワや大根などの具材を入れ味付けし

た後、ザルに上げ汁をきり、別に鍋で

炒っておいた糸カツオ節をまぶしま

す。日本料理では一般的に旬の時期に

取れたタケノコを用いる時「筍」と書

き、それ以外は「竹の子」と書きます。 

一 椀子茶そば 

新茶の季節によく使われる茶そばに、

イリコ・かつお節・椎茸・昆布で取っ

た出し汁に元ダレを加えたかけ汁をか

けます。元ダレは濃口醤油に味醂、グ

ラニュー糖を加え鍋で沸かし浮いてき

た醤油の灰汁を丁寧にすくい冷ました

もので、レストラン課では 1 週間以上

寝かすようにしています。寝かすこと

でまろやかな元ダレができ、ダシの風

味を感じる口当たりの良いかけ汁がで

きます。 

一 筍ご飯 

筍と薄揚げをかつお節と昆布でとった

出し汁に入れ、薄口などで味付けした

汁でご飯を炊きあげます。このとき用

いる出し汁は筍の香りを消さないよう

薄めの出し汁を使用しています。 

一 苺のグラマンジェ 

ミキサーにかけたイチゴを牛乳、生ク

リーム、砂糖と混ぜゼラチンを加えカ

ップに流し冷蔵庫で固めた後、ホイッ

プクリームとイチゴをデコレーション

しています。 

レストラン課課長 
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スタッフ：皆さんの旅行の思い出を教えて下さい。 

Ａ さ ん：色々行きましたよ。奈良の鹿のいるところとか高崎

山のサルも見ました。 

Ｂ さ ん：私も行ったよ！切った芋を食べてて面白かったよ。

ごはんも美味しかったし、温泉も良かったよ。 

Ａ さ ん：旅行は食べることと見ることが楽しみですね。ご飯

を食べて，夜には宴会をして歌って踊って楽しか

ったですよ。 

Ｃ さ ん：私は茶工場の人たちと台湾に行ったことがあるよ。 

一 同：すごいね～！！ 

Ｃ さ ん：ご飯は美味しかったよ。でもやっぱり家がいいよね(笑) 

 

このように昔の話やそのときの気持ちを思い出して語っていただき，メンバーの皆さんに

楽しんでいただきたいと思っています。 

2016.1 月～3 月 
月平均 

1 日外来患者数・・・105 人 

1 日入院患者数・・・178 人 

1月 2月 3月

患 者 延 数 2561 2348 2902

新 規 患 者 数 16 13 27

平 均 患 者 数 106.7 97.8 111.6

入 院 数 19 9 14

退 院 数 20 19 15

患 者 延 数 5679 5181 5319

平 均 患 者 数 183.2 178.7 171.6

平均在院日数 291.2 370.1 366.8

区　　　分

外
　
来

入
　
院

ウエルフェア九州病院 

診療実績 

 回想法は、うみがめ病棟の患者様を対象に週に 1 回集ま

って、楽しく話をしたり昔のことを語り合ったりするグ

ループ活動です。今回は「旅行」をテーマに話題にあが

ったことをご紹介いたします。 

◇略歴 

枕崎出身です。福岡大学を卒業後、鹿児島大学精神神経科を経て、平成

28 年 4 月からウエルフェア九州病院勤務となりました。 

◇専門分野は？ 

精神科全般（統合失調症・気分障害・認知症性疾患・神経症性疾患） 

◇診療にあたり日常心掛けておられる点は？ 

精神科の症状も身体科の症状と同じように治療できるものだと考えてい

ます。的をしぼってテンポ良く治療が進むように心がけています。 

◇患者様へのメッセージを一言… 

これからよろしくお願い致します。 
鮫島稔弥医師 
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・平成 28 年 4 月 1 日から、入院時の食事代について、健康保険法等の規定に基づき、これま

での食材費相当額に加え、新たに料理費相当額を段階的にご負担いただくこととなりました。 

・ただし、住民税非課税世帯の方や、指定難病、小児慢性特定疾病の患者様などの負担額は据

え置かれます。 

平成28年 平成28年 平成30年

3月31日まで 4月1日より 4月1日より

① 一般 ２６０円 ３６０円 ４６０円

住民税非課税の世
帯に属する方

（③を除く）

③
②のうち、所得が
一定基準に満たな
い方など

１００円

区  分

② ２１０円 負担額の引き上げは行いません

負担額の引き上げは行いません

※ ②、③に該当する方は、加入されている医療保険の保険者が発行する減額認定証を、非保険

者証等に添えて医療機関の窓口に提出してください。 

負担額が上表中の金額に減額又は据え置かれます。 

 

尚、平成 28 年 3 月 31 現在において、既に１年以上精神病棟に入院している患者様の負

担額は、経過措置として当分の間据え置かれます。（H28.2.4 厚労省告示第 23 号） 

平成 28年 4月 1日から入院時の食費の負担額が変わり、

新たに調理費の負担が追加されます 
 

記 
 

日時：平成 28 年 5 月 28 日（土） 13：30～15：30 

（13：00 より受付を行います） 

場所：ウエルフェア九州病院 ２階 会議室 

内容：「認知症サポーター養成講座」  

“認知症サポーター”とは，何か特別なことをする人ではありません。認知症の方やそのご

家族の“応援者”で，認知症を正しく理解し，温かい目で見守っていただくことが応援の第

一歩となります。本講座ではそのために必要な知識や技術を皆さまへお届け致します。 

講師：鹿児島県認知症疾患医療センター 大茂未晴（精神保健福祉士） 他１名 
 

＊ 座談会は講演会の後に開催します。日頃の出来事や悩みをみんなで語り合い、学び合う場

です。初めての方も是非ご参加ください。 

お問い合わせ先 

社会医療法人慈生会家族会実行委員会 ℡ 0993（72）0055 担当 宮内･上野･大茂 

                                                                                                                                                                    

認知症家族会 
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■精神科当番 5/1(日) 6/12(日) 8/7(日)   

■内科当番  5/15(日) 7/10(日) 8/7(日) 

■みんなのトイレだから流して下さい。後に入った人は気持ちが悪いです。 

⇒不快な思いをさせてしまい、申し訳ありません。トイレには業者の清掃が入っておりますが、

病棟スタッフでもチェックを行っております。今後は確認の頻度も増やしていく予定です。お気

付きの点がありましたら、スタッフへお申し出ください。 

■診察室の出入口はドアを閉めて、もらえませんか？集中して、Dr の話が聞けません！ 

⇒不快な思いをさせてしまい申し訳ありませんでした。当院では安全管理上、診察室のドアを開

けた状態で診療させていただいております。必要時、患者様の状態に合わせて対応いたしますの

で、担当医へご相談下さい。 

当院では意見箱を設置し、患者様、ご家族様からのご意見・ご要望に応えるべく取り

組んでいます。寄せられたご意見・ご要望と、それらに対する回答を一部紹介します。 

 ご意見箱 

① 専門医療相談 

② 鑑別診断とそれに基づく初期対応 

③ 合併症・周辺症状への急性期対応 

④ かかりつけ医等への研修会の開催 

⑤ 認知症疾患医療連携協議会の開催 

⑥ 情報発信 

認知症疾患医療センター 

（ウエルフェア九州病院内） 

受付時間：平日 9：00 ～ 17：00 

TEL：０９９３（７２）４７４７ 

訪問看護ステーション まくらざき

•〒898-0089 鹿児島県枕崎市白沢北町１９１番地 TEL 0993-72-1508

高齢者グループホーム 福禄寿

•〒898-0022 鹿児島県枕崎市宮田町１７２番地１ TEL 0993-72-6608

社会復帰アパート ハイツ・ワンステップ

•〒898-0089 鹿児島県枕崎市白沢北町１６３番地

居宅介護支援事業所 うえるふぇあ

•〒898-0089 鹿児島県枕崎市白沢北町１９１番地 TEL 0993-72-0055

地域活動支援センター うえるふぇあ

•〒898-0089 鹿児島県枕崎市白沢北町１９１番地 TEL 0993-72-9242

発行人 鮫島秀弥 社会医療法人慈生会 

〒898-0089 

鹿児島県枕崎市白沢北町 191 番地 

TEL（0993）72-0055 FAX 72-1199 

URL  http://www.wkh.or.jp/ 

E-mail  jiseikai@wkh.or.jp 

 

    

【編集後記】 4 月に熊本で発生

した地震は甚大な被害をもたら

しました。被災された方々に心よ

りお見舞い申し上げます。 

一刻も早い復興を心よりお祈り

申し上げます。 

がんばれ 熊本！ 

http://www.wkh.or.jp/
mailto:jiseikai@wkh.or.jp?Subject=求人

